
教育研究論文 原稿作成要領

１ 原稿用紙の使用例………別紙

２ 用字について

(1) 漢字及びかな文字

常用漢字及び現代かなづかいを原則とするが、固有名詞は例外とする。

(2) 数字

ア 数字はイに掲げる場合を除き、アラビア数字を原則とする。

イ 漢数字は、次のような場合に用いる。

(ア) 固有名詞 （例） 南第二中学、四国

(イ) 概数を示す場合 （例） 四・五日、二・三名

(ウ) すでに数量的な感じを失った熟語 （例） 一部分、一般

(エ) 一つ、二つ、など「つ」のつく場合は漢数字

(3) 見出し符号等

項目を細別するときは、次の様な順序で用いる。細別するごとに一マスずつ下げる。

Ⅰ １ （１） ア （ア）

Ⅱ ２ （２） イ （イ）

Ⅲ ３ （３） ウ （ウ）

見出し符号は句読点を打たず、一字分空白として、次の字を書き出す。

文章は、段落ごとに一マスあけ、左端より書く。（記入例参照）

(4) 区切り符号は 。 、 ・ を中心に使用し、一マスを使用する。

３ 文体について

(1) 文体については、常体とする。（例）～である。～と考える。～できる。

(2) 文は長文にならないようにする。また、なるべく平易に書く。

４ 原稿用紙の規格とスペース等

(1) 原稿用紙はＡ４判20字×20行、横書きを使用してもよいが、パソコン等でこれに準ず

ればよしとし、文字の大きさは１６ポイントとする。

(2) ［ ］ （ ） 「 」 などのカッコや、線、枠などの縦線横線、ともに一マスを

使用する。

５ 目次、要約、綴じ方等

(1) 目次（１頁以内） 本文の頁数には含まない。

(2) 要約（１頁以内） 本文の頁数には含まない。

(3) 綴じ方

表紙・目次・要約・本文の順に綴じ、表紙は厚手の物を使用し、上を綴じること。



６ 分類

下の分類表を参考にして、表紙右上の分類（ ）内に記入すること。

教 育 研 究 論 文 分 類 表（分野）

ア 国 語 ケ 技術・家庭 チ 健 康 教 育 ノ 福 祉 教 育

イ 社 会 コ 外 国 語 ツ 人 権 教 育 ハ 学 校 経 営

ウ 算数・数学 サ 道 徳 テ 統 計 教 育 ヒ 学 級 経 営

エ 理 科 シ 総合的な学習の時間 ト 生 徒 指 導 フ 指導法一般

オ 生 活 ス 特 別 活 動 ナ 進 路 指 導 ヘ そ の 他

カ 音 楽 セ 学校図書館 ニ 環 境 教 育

キ 図工・美術 ソ 視聴覚教育 ヌ 情 報 教 育

ク 保 健 体 育 タ 特別支援教育 ネ 国際理解教育

７ 参考例 ＜表紙の例＞ ＜目次の例＞

分類（ ） 目 次
対象（ ） Ⅰ 研究主題 ・・・・・・・・・・１

研究主題 Ⅱ 主題設定の理由 ・・・・・・・２
・・・・・・・・・・・・・・・・ Ⅲ 研究の目標 ・・・・・・・・・２

・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ⅳ 研究の仮説とその理由 ・・・・３
・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ⅴ 研究の内容と方法 ・・・・・・４
・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ⅵ 研究の実際
・・・・・・・・・・・・ １ 生徒の実態把握 ・・・・・・５

２ 道徳の時間における… ・・・５
○○郡○○町立 (1) 発問の工夫 ・・・・・・・５

○○小中学校 (2) 多様な授業形態… ・・・・・６
(ふ り が な) (3) 体験的な活動を… ・・・・２０

教諭 氏名 ○ ○ ○ ○ Ⅶ 研究の考察 ・・・・・・・・２９
○○歳 男 Ⅷ 今後の課題 ・・・・・・・・３０

＜要約の例＞ ＜本文の例＞

要 約 Ⅰ 研究主題
・・・・・ ・・・・・・・・・

・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・
・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・
・・・・・・・ ・・・・・・・ Ⅱ 主題設定の理由
１ ・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・

・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・
・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・

２ ・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・
・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・ ・・・・・・・ Ⅲ 研究の目標
・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・

３ ・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・
・・・・・・ ・・・・・・・ Ⅳ 研究の仮説とその理由
・・・・・・・・・ １ ・・・ ・・・・・・・・・

（要約については、原稿用紙の文字数に （本文は、20字×20行、16ポイント）
合わせ、1頁以内で書く。)


